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組
合
員
の
み
な
さ
ん
、
０４
人

勧
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
ら
ず
に

「
据
え
置
き
」
勧
告
と
な
っ
て

「
ホ
ッ
」と
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

じ
つ
は
と
ん
で
も
な
い
内
容
を

含
ん
だ
不
当
な
も
の
で
す
。

８
月
６
日
出
さ
れ
た
０４
人
事

院
勧
告
は
、
給
料
表
改
定
及
び

一
時
金
の
据
え
置
き
と
と
も

に
、寒
冷
地
手
当
の
支
給
地
域
・

支
給
額
の
４
割
を
切
り
捨
て
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
金

改
悪
な
ど
の
将
来
不
安
が
広
が

る
も
と
で
、
労
働
者
・
国
民
の

賃
金
引
き
上
げ
、
生
活
改
善
を

求
め
る
要
求
に
応
え
な
い
賃
金

抑
制
勧
告
で
す
。

ま
た
、
勧
告
の「
報
告
」で
、

「
給
与
構
造
の
基
本
的
見
直

し
」
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
定

期
昇
給
・
特
別
昇
給
を
廃
止
し

て
「
査
定
昇
給
」
に
替
え
、
昇

給
を
頭
打
ち
に
す
る
。
そ
の
一

方
で
、
昇
格
時
の
昇
給
幅
を
拡

大
し
て
昇
格
や
役
職
が
上
が
ら

な
け
れ
ば
賃
金
が
上
が
ら
な
い

制
度
に
替
え
、
勤
勉
手
当
で
も

よ
り
一
層
の
「
業
績
反
映
」
に

替
え
る
な
ど
、「
公
務
員
制
度

改
革
」
に
よ
る
「
能
力
等
級
制

度
」
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
適
正
な
給
与
の

地
域
間
配
分
」
と
し
て
、
公
務

員
に
民
間
賃
金
の
水
準
に
よ
る

地
域
格
差
を
拡
大
す
る
抜
本
的

見
直
し
を
行
う
と
し
て
い
ま

す
。
全
国
一
律
の
給
料
表
を
一

番
低
い
地
域
の
水
準
に
切
り
下

げ
た
上
で
、
調
整
手
当
に
替
え

て
最
大
２０
％
程
度
の
地
域
手
当

を
新
設
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。今
年
の
賃
金
確
定
闘
争
は
、

１０
月
８
日
を
単
組
要
求
提
出
基

準
日
に
し
、
１０
月
２１
日
を
回
答

指
定
日
に
交
渉
を
開
始
し
ま

す
。
総
学
習
運
動
を
全
て
の
職

場
で
行
い
、「
賃
金
は
生
活
給
」

の
立
場
か
ら
、
組
合
員
ひ
と
り

一
人
が
家
族
を
含
め
た
生
活
改

善
の
要
求
を
明
ら
か
に
し
、
単

組
で
練
り
上
げ
て
要
求
確
立
を

す
る
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。

同
時
に
、「
職
務
・
職
責
重
視
」

「
地
域
格
差
導
入
」
な
ど
が
、

公
務
職
場
が
ど
の
様
に
変
化
す

る
か
、
地
場
賃
金
や
地
域
経
済

に
与
え
る
影
響
な
ど
を
明
ら
か

に
す
る
学
習
・
討
論
が
重
要
で

す
。
未
組
織
の
職
員
・
非
正
規

の
労
働
者
に
も
呼
び
か
け
、
管

理
職
を
含
む
全
庁
的
な
世
論

で
、
「
据
え
置
き
」
勧
告
や
「
財

政
危
機
」
を
口
実
に
し
た
賃
金

削
減
を
は
ね
返
し
要
求
前
進
を

す
す
め
ま
し
ょ
う
。

寒寒冷冷地地手手当当削削減減
賃賃金金抑抑制制のの勧勧告告許許ささなないい

民民民民
間間間間
とととと
のののの
共共共共
同同同同
、、、、職職職職
場場場場
のののの
団団団団
結結結結
でででで

厳厳厳厳
しししし
いいいい
局局局局
面面面面
をををを
打打打打
開開開開
しししし
よよよよ
うううう

小泉構造改革と正面から対決しよう

名
古
屋
学
事
労
の
発
行
す
る

機
関
紙
「
学
事
労
」
が
７
月
１

日
号
で
通
算
５
０
０
号
を
迎
え

ま
し
た
。

学
事
労
新
聞
の
編
集
体
制
や

取
材
な
ど
で
苦
労
や
工
夫
さ
れ

て
る
こ
と
は
？

教
宣
部
の
編
集
委
員
は
１０
人

で
す
。
月
１
回
の
企
画
・
編
集

会
議
を
定
例
化
し
て
い
ま
す
。

２
人
ず
つ
組
ん
で
編
集
を
担
当

し
ま
す
が
、
１
人
職
場
で
名
古

屋
市
内
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
た

め
、編
集
委
員
が
集
ま
る
の
も
、

取
材
も
大
変
で
す
。
で
き
る
だ

け
取
材
し
て
記
事
を
作
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

機
関
紙
の
編
集
で
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
は
？

組
合
の
方
針
を
伝
え
る
こ
と

が
第
一
で
す
、
組
合
員
の
立
場

に
た
っ
た
記
事

に
す
る
よ
う
心

が
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
わ

か
り
や
す
く
て

読
み
や
す
い
、

共
感
を
得
る
よ

う
に
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
組
合
員
さ
ん
に
登

場
し
て
も
ら
う
こ
と
も
大

切
で
す
ね
。

連
載
記
事
や
組
合
員
紹

介
な
ど
の
反
響
は
？

「
友
だ
ち
の
輪
」
は
９０

年
１０
月
号
か
ら
連
載
し
て
い
る

組
合
員
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
―

で
す
。
１
人
職
場
な
の
で
、
お

互
い
に
知
ら
な
い
人
が
い
っ
ぱ

い
い
ま
す
。
顔
と
名
前
は
知
っ

て
い
て
も
、
こ
の
紹
介
を
読
ん

で
、
認
識
を
新
た
に
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
教
宣
部
員
も
始

め
て
話
し
を
す
る
人
も
い
て
、

ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
し
て
取
材

に
向
か
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
！

今
、
学
校
事
務
職
員
制
度
が

ど
う
な
っ
て
い
く
か
難
し
い
時

期
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を

守
り
、
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め

の
、
名
古
屋
の
学
校
事
務
職
員

の
団
結
の
力
に
な
る
よ
う
な
機

関
紙
『
学
事
労
』
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

２００４年秋季年末闘争
当面のとりくみ

９月２８日 公務労組連絡会第一
次中央行動

１０月１５日 自治労連現業全国統
一行動

１０月２８日 地域総行動
１１月５日 官民合同全県決起集

会
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蟹
江
町
職
労
の
組
合
員
が
勤

務
す
る
蟹
江
小
中
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
調
理
員
の
仲
間
が
県

教
育
委
員
会
主
催
の
給
食
調
理

コ
ン
ク
ー
ル
、「
あ
っ
た
ら
い

い
な
！
こ
ん
な
献
立
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
自
由

献
立
の
部
で
最
優
秀
賞

に
輝
き
ま
し
た
。
８
月

５
日
に
豊
明
の
県
学
校

給
食
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
２
７
５
チ
ー
ム
が
応
募
し

書
類
審
査
を
通
っ
た
１０
チ
ー
ム

に
よ
る
本
選
で
見
事
最
優
秀
賞

に
。
受
賞
し
た
献
立
は
白
ご
ま

と
黒
ご
ま
を
ト
ッ
ピ
ン
グ

し
た
里
芋
の
「
オ
セ
ロ
コ

ロ
ッ
ケ
」
や
夏
野
菜
の
ト

マ
ト
焼
き
な
ど
ユ
ニ
ー
ク

な
献
立
が
高
評
価
を
得
ま

し
た
。

受
賞
し
た
３
人
は
み
ん

な
が
Ｂ
型
で
本
番
に
強

く
、
見
事
な
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
に
よ
る
勝
利
で
し
た
。
川
瀬

い
づ
み
さ
ん
は
、「
栄
養
士
の

横
井
先
生
に
い
つ
も
食
は
人
を

良
く
す
る
と
書
く
の
よ
。
と
言

わ
れ
、
給
食
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
の
心
身
が
健
や
か
に
育
つ

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」。
と

語
り
ま
す
。
今
後
も
子
ど
も
た

ち
に
よ
り
良
い
給
食
を
と
張
り

切
っ
て
い
ま
す
。

写真左から岩田知子さん、佐藤悦子部長、鈴木かおる
さん、森岡八千代さん、西川琴美さん チームワークばつぐんの３人

左から伊藤さん、川瀬さん、野口さん

受賞した献立「白ゴマと黒ゴマをトッピング
したオセロコロッケ、夏野菜のトマト焼き」

５００号の「学事労」新聞
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（２）自治体 あいちの仲間２００４年９月１０日 第８８４号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

８
月
２３
日
〜
２５
日
に
滋
賀
県

大
津
市
内
で
自
治
労
連
第
２６
回

定
期
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

３
日
間
で
５４
人
か
ら
の
発
言

が
あ
り
、
愛
知
か
ら
長
坂
書
記

長
が
「
憲
法
を
仕
事
と
暮
ら
し

に
生
か
す
大
運
動
で
、
学
習
と

９
条
の
会
の
取
り
組
み
を
す
す

め
よ
う
」、
榊
原
副
委
員
長
が

「
職
場
を
基
礎
と
し
た
労
働
運

動
が
大
切
。
総
学
習
と
職
場
改

善
、
仕
事
に
対
す
る
積
極
的
な

提
起
を
し
て
、
住
民
と
共
同
し

た
と
り
く
み
を
す
す
め
よ
う
」、

名
古
屋
・
桐
村
代
議
員
が
「
新

規
採
用
者
７０
％
の
加
入
と
嘱

託
・
臨
職
の
拡
大
で
前
進
。
青

年
の
育
成
に
は
役
員
の
訴
え
か

け
が
重
要
で
、
憲
法
や
平
和
な

ど
参
加
し
や
す
い
活
動
を
。
白

書
や
提
言
作
り
す
す
め
、
民
主

的
自
治
体
建
設
運
動
を
す
す
め

る
」と
発
言
を
行
い
、

討
論
に
参
加
し
ま
し

た
。大

会
で
は
、「
憲

法
を
守
り
・
生
か
す

草
の
根
の
大
運
動
を

す
す
め
る
」「
２１
世

紀
初
頭
の
自
治
労
連

の
目
標
�
こ
ん
な
地

域
と
日
本
を
つ
く
り

た
い
�
を
か
か
げ
、

国
民
的
共
同
を
広
げ

構
造
改
革
と
た
た
か

う
」「
３０
万
自
治
労

連
へ
の
接
近
を
め
ざ
し
、
自
治

労
連
産
別
機
能
の
強
化
・
拡
大

を
図
る
」
と
い
う
３
つ
の
基
調

を
中
心
と
し
た
た
た
か
う
運
動

方
針
を
圧
倒
的
多
数
で
可
決
し

ま
し
た
。

元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元
気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気
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拍拍拍拍拍拍拍拍拍拍拍拍拍拍拍拍拍拍拍拍拍拍拍拍拍拍拍拍拍拍拍拍拍拍
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手

２年連続全国大会出場
ならず…名古屋市職労チーム 自

治
労
連
第
２６
回
定
期
大
会
・
滋
賀

チャンスに攻めきれず惜敗
東東海海北北信信ブブロロッックク野野球球大大会会 長坂書記長

８
月
２８
日
（
土
）

豊
橋
市
の
東
田
球
場

で
野
球
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
台
風

１６
号
の
接
近
で
心
配

さ
れ
た
お
天
気
で
し

た
が
、
当
日
は
強
い

日
射
し
が
の
ぞ
く
晴

天
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
愛
知
（
名
古
屋

市
職
労
）、
静
岡（
静

岡
市
労
連
）、
三
重

（
尾
鷲
市
職
労
）、

長
野
（
坂
城
町
職
）

の
４
県
代
表
チ
ー
ム

に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
で
静
岡
が
三
重

を
、
愛
知
が
長
野
を

５
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち

で
下
し
、
優
勝
決
定

戦
を
迎
え
ま
し
た
。

優
勝
戦
は
１
点
を
争

う
好
ゲ
ー
ム
で
両
チ
ー
ム
と
も

ピ
ン
チ
を
き
り
ぬ
け
る
中
で
、

チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
た
静
岡
市

労
連
チ
ー
ム
が
２
対
０
で
名
古

屋
市
職
労
チ
ー
ム
を
下
し
優

勝
。
９
月
２３
日
〜
２５
日
に
秋
田

で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出

場
権
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
健

闘
を
祈
り
ま
す
。

榊原副委員長

名古屋・桐村代議員

◆
今
年
の
夏
は
と
に
か
く
暑

い
。
汗
汗
汗
で
身
体
中
の
水
分

が
出
て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。

水
分
補
給
を
し
て
熱
中
症
に
な

ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し

た（
鈴
木
美
枝
・
豊
橋
市
職
労
）

◆
世
界
平
和
を
願
い
、
今
年
も

母
と
２
人
で
折
り
鶴
を
２
０
０

羽
作
り
、
組
合
事
務
所
へ
届
け

ま
し
た
。
一
日
も
早
く
こ
の
世

か
ら
戦
争
が
な
く
な
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
（
藤
田
佳

代
・
瀬
戸
市
職
労
）
◆
今
夏
の

話
題（
�
１
）は
日
本
人
メ
ダ
ル

ラ
ッ
シ
ュ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
！

見
て
い
て
と
っ
て
も
気
持
ち
が

い
い
で
す
ね
。
で
も
、
今
年
の

猛
暑
を
乗
切
っ
た
私
た
ち
も
メ

ダ
リ
ス
ト
に
負
け
な
い
く
ら
い

が
ん
ば
り
ま
し
た
（
一
ノ
瀬
裕

子
・
春
日
井
市
職
労
）
◆
職
場

の
仲
間
と
屋
久
島
へ
行
っ
て
き

ま
し
た
。
世
界
遺
産
に
な
っ
て

か
ら
猿
や
鹿
よ
り
人
間
が
増
え

た
そ
う
で
す
よ
（
菅
谷
秀
昭
・

名
古
屋
市
職
労
）
◆
「
選
手
ご

と
き
が
」
の
言
葉
が
非
常
識
で

す
。
こ
れ
は
労
働
者
全
般
に
言

う
の
と
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。「
社
員
ご
と
き
が
、会
社

の
合
併
に
口
を
出
す
の
で
は
な

い
」と（
水
野
恵
子
・
学
事
労
）

職職
場場
のの
声声

第
１１
回
自
治
労
連
全

国
囲
碁
将
棋
大
会
が
７

月
２３
日
（
金
）
〜
２４
日

（
土
）、
神
奈
川
県
湯

河
原
町
の
民
宿
ホ
テ
ル

「
杉
の
宿
」
で
開
催
さ

れ
、
東
海
北
信
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
は
、将
棋
の
部
・

囲
碁
の
部
と
も
愛
知
チ

ー
ム
が
出
場
。
大
会
は

全
チ
ー
ム
が
団
体
戦

（
１
チ
ー
ム
３
人
）
で

４
回
戦
を
た
た
か
う
変
則
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
の
結
果
で
順
位

が
決
ま
り
ま
す
。
愛
知
チ
ー

ム
は
残
念
な
が
ら
上
位
入
賞

は
及
ば
ず
囲
碁
は
５
位
、
将
棋

は
１０
位
と
な
り
ま
し
た
。
来
年

に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

豊
橋
市
職
労
で
は
今
年

も
青
年
組
合
員
を
中
心
に

勤
労
者
通
信
大
学
を
受
講

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
基
礎
コ
ー
ス
・
労
働
組

合
コ
ー
ス
合
わ
せ
て
８
人

が
受
講
し
て
い
ま
す
。
毎

月
２
回
定
例
で
学
習
会
を

開
催
し
、
テ
キ
ス
ト
の
読

み
合
わ
せ
や
テ
ス
ト
の
解

答
を
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ

い
い
な
が
ら
楽
し
く
学
ん
で
い

ま
す
。
８
月
２６
日
は
、
学
習
協

の
久
田
事
務
局
長
の
ア
ド
バ
イ

ス
も
も
ら
っ
て
学
習
会
を
し
ま

し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
初
め

て
の
受
講
で
す
が
、
勤
労
者
通

信
大
学
を
通
し
て
「
新
し
い
発

見
が
あ
っ
て
楽
し
い
」
な
ど
学

ぶ
意
欲
が
湧
い
て
き
ま
す
。
犬

山
の
全
国
学
習
交
流
集
会
に
も

参
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

来
年
こ
そ
奮
闘
期
待（

）

勤
通
大
楽
し
い
よ
豊豊
橋橋
市市職職
労労

９
月
１
日
（
水
）
に
愛
知
県

本
部
保
育
所
部
会
と
し
て
、
奥

三
河
の
公
立
保
育
所
を
訪
問
し

ま
し
た
。
こ
の
と
り
く
み
は
自

治
労
連
が
中
心
と
な
っ
て
呼
び

か
け
、
保
育
の
市
場
化
・
民
営

化
が
狙
わ
れ
る
下
で
、
保
育
関

係
者
に
状
況
や
狙
い
を
知
ら

せ
、
公
的
保
育
を
守
る
う
ね
り

を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
保
育

所
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
始
ま
っ
た
も

の
で
す
。
外
に
一
歩
踏
み
出
し

共
同
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
と
り

く
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
名
古
屋
市
職
労
の

嶺
村
副
委
員
長
と
県
本
部
の
山

本
書
記
で
津
具
村
や
設
楽
町
な

ど
奥
三
河
の
地
域
に
あ
る
保
育

所
を
訪
問
し
ま
し
た
。
突
然
の

訪
問
に
も
丁
寧
に
対

応
さ
れ
た
園
長
先
生

と
「
保
育
パ
ン
フ
」

を
も
と
に
懇
談
・
対

話
を
し
ま
し
た
。
保

育
現
場
の
実
態
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換

し
あ
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
地

域
の
保
育
予
算
の
確

保
の
課
題
な
ど
に
つ

い
て
も
意
見
交
換
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

宮
田
用
水
労

（
８
月
２５
日
）

執
行
委
員
長

光
田

康
良

副
執
行
委
員
長

原

巧
実

書
記
長

今
泉

武
三

岩
倉
市
職

（
８
月
２７
日
）

執
行
委
員
長

中
村

定
秋

副
執
行
委
員
長

長
谷
川
洋
二

〃

竹
井

鉄
次

書
記
長

堀

巌

書
記
次
長

天
野

貞
彦

豊
川
市
病
労

（
８
月
３０
日
）

執
行
委
員
長

洞
口

和
彦

副
執
行
委
員
長

深
津
み
ち
子

〃

斉
藤

晴
彦

書
記
長

小
林

孝
誌

奥三河の保育所を訪ねて新
役
員
紹
介

公公的的保保育育守守るる保保育育キキャャ
ララババンン全全県県下下でで始始ままるる

津具村の保育所を訪問する嶺村さん（写真左）

自
治
労
連
全
国

囲
碁
・
将
棋
大
会

左から宮入さん、久田さん、竹下さん、井上さん、三輪さん


